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 藤組	
 N.O.	
 

	
 8 月 15 日に、69 回目となる終戦記念日がありました。今、世の中は戦後生まれの人が大半です。	
 

	
 私は祖母から衝撃的なことを聞きました。それは「前の戦争はなんですか。」と聞かれ、「第二次世

界大戦。」と答えられる人が少ないということです。いくらなんでもそれは常識外れでは、と思いまし

たが、テレビでも似たような「8 月 6 日は何が起きた日ですか。」と聞かれて「広島に原爆が投下され

た日。」と答えられない若者が多いと報道されていました。私はなぜ、そのようなことになってしまっ

たのか分かりません。しかし、若者の戦争への関心が薄くなってきていることは明らかだと思います。	
 

	
 7 月 1 日に集団的自衛権の行使容認が決定されてから、早くも 3 ヶ月が過ぎ去りました。日本は戦

争に向かって歩んでいるように思えてなりません。戦争だけは絶対して欲しくありません。	
 

	
 私は「戦争」と聞くと祖父母が体験した話が頭に浮かびます。祖母からは満州から引き揚げた時の

苦労を聴き、祖父からは知人が爆撃を受けて亡くなった姿を目にしたことや、疎開した話などを聞き

ました。また、勉強をしたかったこと、いつもお腹を空かせていた、という話は特に印象深く覚えて

います。これらの話を聴いて、自分はとても恵まれていることを改めて実感させられます。私は好き

なように勉強をすることができ、お腹が空けばお腹いっぱい食べられます。これはとても幸せなこと

です。	
 

	
 また、今回この感話を書きながら考えたのは、戦争は大人が起こしていることでも、子どもが一番

被害を受けていたことです。今も世界で紛争が起きている地域がありますが、そこで犠牲となってい

るのは一般市民です。一部の権力者達の考えで、子どもを筆頭とする弱者を戦争の犠牲にしてはいけ

ないと思います。	
 

	
 それでは私達はどうすればよいのでしょうか。私は、戦争について知ることが大切だと思います。

多分、戦争を経験した人の話を聴くことができるのは、私達で最後になってしまうでしょう。今のう

ちにたくさんの話を祖父母から聴いておきたいと思います。また、本や新聞などに載っている話も読

んでおきたいと思います。本も日本だけでなく、外国の戦争の話を読んでおくと、よりたくさんのこ

とを知ることができます。私は小さい頃山口に住んでいました。広島や長崎と近いこともあり、広島

に原爆が落ちた映像を幼稚園の時に見ましたし、小学校の時には「長崎に落ちた原爆は、本当は、今

福岡県のスペースワールドという、遊園地がある辺りにあった工場に落とすはずだったのが、雲がか

かっていて落とせなかったので、長崎に落とした。」などといった話をよく先生から聴かされていまし

た。そのように小さい頃から戦争の怖さや体験談を聴いていく必要があると思いました。小さい頃聴

いた話は意外と頭に残っていることも多いからです。そして、後世に語り継いでいくことが私達の役

目ではないかと思います。戦争を絶対に風化させてはいけないと強く感じます。戦争は人の命を人が

奪っていくものです。一人の人間にたった一つしかない命です。それを簡単に奪ってしまっていいは

ずがありません。戦争で得られるものは何もない、と私は思います。	
 

	
 日本は今、本当にいつ戦争をするようになってもおかしくありません。私は今のうちに正しい知識

を得て、戦争は絶対にしてはいけないことを、祖父母からの体験談も混じえつつ伝えていきたいと思

います。そして 8 月 6 日、9 日、15 日はしっかり憶えておきたいです。	
 


